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■８月の自立支援協議会報告 
＊地域生活支援部会 10 日（水） 

1) 意見交換「生活介護事業所連絡会で出された課題について」 

 
＊行政連絡会 18 日（木） 

1)医療的ケア児等コーディネーターの配置について 

2)自立支援協議会要綱の改定について 

3)地域生活支援拠点等事業実施要領と取扱要領について 

  4)精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの協議の場について 

  5)令和３年度障害福祉計画・障害児福祉計画の進捗状況について 

 
＊相談支援部会 25 日（木） 

1)地域生活支援拠点事業の整備についての説明 

個別の事例から地域の課題を考察するためのグループワーク 

【テーマ】緊急時の支援事例（休日・夜間に関わらず） 

 拠点事業の空床確保や緊急ショートの利用が難しかった事 

 
◼ 研修会・研究会・イベント情報（詳しい情報は各団体、またはオアシスまで） 

＊新型コロナウイルスによる感染症拡大防止の為、中止や延期になる場合があります。 

 

 

♣ 水泳教室ｉｎすわ 開催のお知らせ 

【開催日】 １０月２３日（日）、３０日（日）、１１月 ６日（日）、１３日（日） 

      １２月１７日（土）    ※予備日 １２月２４日（土） 

【時 間】 １５：００～１６：００  （入水時間は５０分程度） 

【会 場】 すわっこランド プール  （諏訪市大字豊田７３２番地） 

【対 象】 障がいのある方（小学生以上）  ※小学生は介助者同伴 

【定 員】 ６名程度 

【参加費】 中学生以下 １回２５０円  

高校生以上 １回４６０円（プール利用料として） 

【募集期間】 ９月１日（木） ～ １０月９日（日） 

【問合せ】  障がい者スポーツ支援センター松本「サンスポートまつもと」 

ＴＥＬ：０２６３－８８－６８２６ 

ＦＡＸ：０２６３－８８－６８３６ 

ＭＡＩＬ：sunmatsu@mx2.avis.ne.jp（担当：井之下・矢﨑） 
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♣ ガレージとーく うつ病で、語る、つながるミーティング 

『ガレージとーく』は、うつ病の当事者同士が集まって、悩ん

でいること、苦しんでいることなどを話します。周りの人には

なかなか理解してもらえない「生きづらさ」や「心のモヤモヤ」

を共有し支え合うことで、繋がりや癒しを感じてみませんか？ 

 

【日 時】9 月１8 日（日） １３：３０～１６：３０ 

【会 場】塩尻市市民交流センターえんぱーく会議室 203 

【参加対象】診断や疾患に関わらず、うつ症状のある方 

【参 加 費】５００円 

【定 員】６名（申込先着順） 

【参加申込】https://kokc.jp/e/garagetalk97/ 

【問 合 せ】任意団体ＮＰＯ うつリカバリーエンジン 

ＴＥＬ ０９０－４８２３－７４９４ 

（担当：ハセガワ） 

ＭＡＩＬ garagetalk@u2recovery.org 

ＨＰ https://u2recovery.org 

留守番電話へのメッセージには、お名前とご用件をお願いいたします 

 
 

♣ ジュニア車いすバスケットボール体験教室 

車いすバスケットボールにチャレンジしてみませんか？ 

【日 時】 ９月２５日（日）１３：３０～１５：３０ 

【会 場】 松本市南部体育館 

【対 象】 下肢に障がいのある方（小学生～高校生） 

【定 員】 １０名 

【参加費】 無料 

【募集期間】７月１９日（火）～９月１３日（火） 

【問合せ】 障がい者スポーツ支援センター松本「サンスポートまつもと」 

ＴＥＬ ０２６３－８８－６８２６ 

ＦＡＸ ０２６３－８８－６８３６ 

ＭＡＩＬ sunmatsu@mx2.avis.ne.jp（担当 井之下・矢﨑） 

 

 

 

 

 

 

https://u2recovery.org/


3 

 

♣ 障がい者雇用フォーラム 

「働く」から考える共生社会 みんなが主役 みんなでつくる 

「共に働く～すべての職場に障がい者雇用を～」 

【日 時】 ９月１５日（木） １４：３０～１６：３０ 

【場 所】 長野市芸術館リサイタルホール  

【参 加】 会場およびオンライン(ＺＯＯＭ) 

【申込み開始】 ８月５日（金）１０：００～ 

【会場参加】 定員１５０名 

https://s-kantan.jp/pref-nagano-

u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=23890 

【オンライン参加】 後日、参加ＵＲＬをお送りします。 

https://s-kantan.jp/pref-nagano-

u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=23891 

【会場案内】 長野市芸術館 〒３８０－８５１７ 長野市鶴賀緑町１６１３番地 

 
 

♣ 子どもの育ちを支える多職種連携 

個別性に対応できるチーム支援、実現可能な支援方法や体制づくり

のヒントがいっぱい！ 

【開催日】 ９月１７日（土） 

【定 員】 ２５０名 

【会 場】 ＺＯＯＭによるオンラインセミナー 

【参加費】 １０００円（会員・非会員一律） 

【申込み】 Ｐｅａｔｉｘ（ピーティックス） 

https://2022jddseminagano.peatix.com 

【問合せ】 ＨＰ https://nagano.jddnet.org/  

ＭＡＩＬ jddnagano@gmail.com 

 

 

♣ 第２５回 長野県障がい者文化芸術祭 

【日 時】 ９月２４日（土） ９：００～１６：４５ 

９月２５日（日） ９：００～１６：００ 

【会 場】 長野県障がい者福祉センター「サンアップル」 

【問合せ】 長野県障がい者福祉センター「サンアップル」 

ＴＥＬ ０２６-２９５-３１１１ 

ＦＡＸ ０２６-２９５-３５１１ 
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♣ 第２４回 サンアップル バドミントン大会 

【期  日】 １０月１５日（土） 

【時  間】 ９：３０～１６：３０（選手受付・８：４５～９：１５） 

【会  場】 ＜チャンピオンクラス・Ａクラス・車いすクラス＞ 

長野県障がい者支援センター サンアップル 体育館 

＜Ｂクラス＞古里体育館 

【参加対象】 ダブルス ：障がいのある方同士のペア 

シングルス：下肢に障がいのある方 

【参加人数】 ダブルス ：３０組程度 

シングルス：１０組程度 

【参 加 費】 １人５００円（保険料・メダル等） 

【募集期間】 ８月２３日（火）～９月２５日（日）※先着順 

【問 合 せ】 長野県障がい者福祉センター サンアップル 

       ＴＥＬ ０２６－２９５－３４４２  

ＦＡＸ ０２６－２９５－３５１１ 

    ＭＡＩＬ sunsport@mx2.avis.ne.jp 担当：堀内 原田 

 

◼ リレーずいそう 第 1１０回 

ただいま時刻は 21 時 39 分。 

どうも皆さんこんばんは、じゃなかった！皆さんこんにちは！ 

つばさ福祉会で相談支援を担当している清沢と申します。 

締め切りに追われる作家のごとく、今オアシス通信の原稿を書いて

います。 

話は突然のように振られ、こういうの苦手なんだよなぁと思いつつ 

さて、何を書こうかなぁ・・・ 

そうそう、松本山雅今日は勝ったんだよな。 

松本山雅の J２昇格が、今の俺のモチベーションの１つだったりするんだけど 

今日の時点で３位。J2 昇格は２位までだけど、その２位とはこの時点で勝ち点差４。 

簡単な話ではないけど、残り 3 ヶ月、１年での J2 復帰は当然ですよ、皆さん！ 

本当にどのカテゴリーにいても、毎年安心して見ていられたことがないのが 

松本山雅というチーム。でも、だから応援したくなるんだよなぁ。 

皆さんも、そんなギリギリなモチベーションはありますか？ 

次回は、ひまわり福祉サービスの関島洋子さんにお願いします。 

 

 

   リレー随想は、地域のネットワークづくりのために皆さんに御協力いただいています。 前の方から

お声が掛かりましたらぜひお引き受けいただき、20 日までに 原稿（内容・字数等 お任せします）を

オアシス山岸までお送りください。そして 次の方にお願いをしていただければと思います。 
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■９月の日程（自立支援協議会、オアシス） 
9 月 15 日（木）13：30  運営委員会 

9 月 16 日（金）13：30  療育支援部会 

 

 

■オアシスつうしん新コーナー！ 
 

わたしのニュース 

   ～温泉前のオアシス事務室からレポートしています～ 

 

とある日、私の手元に「下諏訪町個別避難計画作成モデル事業 防災・福祉講演会」の資料がやってきま

した。（オアシスでは誰かが研修に出ると、資料が回覧されます。月 1 回の全体会で出席者から直々にレ

クチャーがある場合もあります。） 

早速、資料を読んでみるとそこには「ナマハゲは避難支援者！」の文字がありました。

無形文化遺産である男鹿のナマハゲの写真も載ってました。 

え？ナマハゲ？？ およそ資料名からは連想されない単語に混乱しつつ資料を読むと、

非常にわかり易く災害時の避難について説明されていました。 

避難場所（神社）を日頃から使う、避難場所までの経路（参道）を整備、確実な避難方

法（同行避難）… 

おお、なんてイメージしやすいんだっ！ 感動すら覚えた私は、一気に資料を読むだけでは足らず、研修

に参加した人を捕まえて研修の様子を聞き、内容を共有するとともに「いつかオアシススタッフもこん

な講演ができるようになりたい」と大いなる野望を抱くに至りました。 

 

以上、とある日の一コマをクマザワがお伝えしました。 

 

 

 

 

 

 

このオアシス通信は就労移行支援事業所ＳＡＫＵＲＡ岡谷センターの利用者様が研修の一環として作成しています  

     


